
B.シームレス解析技術開発拠点形成 
【平成26年―27年】高精度・大規模デー

タの取得・解析を可能とする革新的なイ

メージング技術・プローブと統計解析・

モデリング手法の開発を推進する。既存

の疾患動物モデルについて細胞・回路レ

ベルでの機能障害を同定し、遺伝子変異

との関連性を解明する。【平成28年―32
年】技術開発を更に推進する。本計画に

より取得される機能画像等のデータから

新たに同定される疾患関連脳回路の性質

を解析し、バイオマーカーを利用した精

神・神経疾患、脳腫瘍、脳血管障害の超

早期診断・根本治療の可能性を探索する。

【平成33年―35年】機能画像、バイオサ

ンプル、バイオマーカーのリソースを活

用し、分子から行動に至る多階層を連結

するシームレス解析技術を実現する。 
C.トランスレータブルバイオマーカー開発拠点形成 
【平成26年―27年】既存のバイオマーカーについてそれらが動物種を超えたマーカーとして利用可能かどうか検証する。【平

成28年―32年】本計画により取得される機能画像等のデータから、新たな精神・神経疾患、脳腫瘍、脳血管障害バイオマーカ

ー候補の探索を行う。更に新たに開発されたシームレス解析技術を本拠点で作成するモデル動物に適用し、動物レベルでのバ

イオマーカー探索の効率化を図る。【平成 33 年―35 年】多数同定されたバイオマーカー候補の内、translational research
の対象となるものを選択し、バイオマーカーとしての有用性を検証する。 
⑥ 主な実施機関と実行組織

主な実施機関 
【中心機関】東京大学、理化学研究所脳科学総合研究センター、自然科学研究機構生理学研究所・基礎生物学研究所、国立精

神・神経医療研究センター 
【連携機関等】北海道大学、東北大学、東京医科歯科大学、山梨大学、新潟大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、広島大

学、九州大学、放射線医学総合研究所、国際電気通信基礎技術研究所 
実行組織 
A.縦断的臨床観察データ・バイオサンプル取得のネットワーク整備 
全国ネットワークを形成して機能画像データ、生体由来試料の収集、データベースの構築を行う。その際、臨床研究中核拠点

ならびにトランスレーショナルリサーチ拠点として整備されたインフラやネットワークを活用する。 
B.シームレス解析技術開発拠点  
細胞・回路イメージング実験施設とそれに付随して必要となるモデル動物実験施設を整備し、階層を超えるデータ取得・解析

技術の開発を行う。 
C.トランスレータブルバイオマーカー開発拠点  
分子イメージング実験施設およびそれに付随して必要となるモデル動物実験施設を整備し、ヒトと動物で共通に利用可能なバ

イオマーカー開発を行う。 
以上の研究計画において、中心機関では若手研究者・学生の教育のためのプログラムを提供し、得られた成果を社会に還元す

るためのアウトリーチ活動を行う。 

⑦ 社会的価値

 階層融合的なデータのシームレスな取得・解析技術の開発により、単なるデータの蓄積のみでは不可能な、分子から回路を

経て行動に至る各階層をつないだ脳機能の理解が可能になる。次にこころの諸過程を再現する動物モデルの構築により、脳の

正常機能とその異常を解析するためのリソース整備が実現する。精神・神経疾患の病因と治療法の研究を推進するには、基礎

研究で得られた知見や技術に立った臨床研究の推進が必須である。本研究により縦断的臨床観察データ・バイオサンプルの蓄

積を継続的に行うための全国的な基盤が整備されるとともに、実際のデータ取得が格段に進むことが期待される。それにより

認知症の発症以前の段階を検出するための超早期マーカーの開発および早期治療への道筋が拓ける。また精神疾患においても

精神疾患の発症に寄与する因子を反映するバイオマーカー、および発症後の病態および治療に応答する因子を反映するバイオ

マーカーの両者の開発が可能となる。前者は発症予防と早期診断・治療を可能とし、後者は治療法開発や再発予防への応用が

期待される。 
⑧ 本計画に関する連絡先

廣川 信隆（東京大学大学院医学系研究科） hirokawa@m.u-tokyo.ac.jp 
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